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１．GIGAスクールとは

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止
するために「新しい生活様式」が求められるよ
うになり，社会ではテレワークなど ICTを活
用したテクノロジーに注目が集まり，教育現場
にも遠隔授業の実施など大きな影響をおよぼし
た。遠隔授業の効果として，これまでの集団を
対象とした授業形式から，個々の生徒を対象と
することが可能な授業展開ができることが示さ
れた。特に，不登校や病気で学校に通えない児
童・生徒たちへの効果について多くの報告がな
され，さらに平常時にも活用することにより，
多くの課題が解決できる可能性も示した。一方，
学校が再開され，３密を避けた形での授業が模
索されているが，新型コロナウイルス感染の第
２波，第３波を前提として，再度の休校や分散
登校を余儀なくされたときでも，スムーズに遠
隔授業へと移行・併用できる体制を早急に整え
ていくことが求められている。
　このような中，2019 年 12 月，文部科学省が
打ち出した「児童生徒向けの１人１台端末と，
高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備
し，多様な子どもたちを誰一人取り残すことな
く，公正に個別最適化された創造性を育む教育
を，全国の学校現場で持続的に実現させる構
想」，つまり「GIGAスクール構想」（※１）が注目
されている。

GIGAスクール構想について

足利大学　教職課程センター長　教授　池守　滋

　Society 5 . 0（※２）時代を生きる子ども達に
とって，教育における ICTを基盤とした先端
技術の活用は必須である。また，これからの変
化の激しい時代を生き抜くには従来の一斉教育
だけではなく，多様な子ども達を誰一人取り残
すことのない，個別最適化された創造性を育む
教育の実現が重要であり，ICT教育を活用して
次世代の人材を育てる必要がある。これらを持
続的に実現させる構想が GIGAスクール構想で
ある。
　2020 年春，新型コロナウイルス感染拡大に
よる臨時休校が長期化し学校教育に大きな支障
が生じた。このような状況に対応可能な遠隔教
育などが行える Society 5 . 0 の実現を加速して
いくことが急務となった。2020 年４月７日，
萩生田文部科学大臣は，新型コロナウイルス感
染拡大による緊急事態宣言を受け，GIGAスクー
ル構想を早期実現するための支援などを積極的
に推進すると表明した。具体的には，「新型コ
ロナウイルス感染症緊急経済対策」（令和２年４
月７日閣議決定）にて，１人１台端末や，家庭
でも繋がる通信環境の整備等，GIGAスクール
構想におけるハード・ソフト・指導体制を一体
とした整備を加速させることとした。また，当
初スケジュールである「教育の ICT化に向け
た環境整備５カ年計画」では 2023 年度中の１
人１台端末配備を前倒しし，2020 年度中の完了
を目指すとした。そこで，本記事では GIGAス
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クール構想の概要について説明する。

２．１人１台，高速大容量の通信ネットワーク

　文部科学省の調査によると，2020 年３月時点
での学校現場における学習者用端末の導入台数
は，児童生徒 5 . 4 人に１台程度と日本の学校
ICT環境の整備は遅れており，地方自治体間の
格差も大きいのが現状である。令和時代のスタ
ンダードな学校教育像である「子ども達への公
正に個別最適化され創造性を育む教育」の実現
には，全国一律の ICT環境の整備が急務である。
文部科学省では，2023 年度までに義務教育段階
にある小学１年生から中学３年生の児童生徒向
け学習用端末を１人１台導入し，端末を同時接
続しても不具合の起きない，高速大容量の通信
ネットワークを一体的に整備し，そのための資
金面の補助も含めたものが「教育の ICT化に
向けた環境整備５カ年計画」である。GIGAス
クール構想は，この計画を補充，促進するもの
であるといえる。
　『児童生徒向け１人１台端末』と『高速大容
量の通信ネットワーク』という「ハード」は，
あくまで土台であり，車でいう車体部分である。
車体だけで車は走れないように，GIGAスクー
ル構想の実現には「ソフト」と「指導体制」と
いう両輪があって初めて動き・加速できる。両
輪のひとつである「ソフト」とは，デジタル教

科書や教材などのデジタルコンテンツや，個人
の学力に合わせて提示される AIドリルなど先
端技術を活用したもので，デジタルならではの
学びの充実を図るとしている。もう一方の「指
導体制」とは，ICT活用教育アドバイザーによ
る説明会やワークショップの開催，民間企業の
外部人材による ICT支援員など，日常的に ICT

を活用できるための体制を指している。このよ
うに，ハード，さらにソフトと指導体制という
三つが一体となり，取組を加速していくことに
なる。

３．最初の一歩でつまずかない為に

　文部科学省が全国の学校に対し提示した
GIGAスクール構想ではあるが，あくまで主体
的に進めていくのは各地方自治体である。各地
方自治体で具体的に動き出そうとすると，「ど
んな端末を使用したらいいのか？」「LAN整備
は何をしたらいいのか？」といった最初の一歩
でつまずき，対応が後手後手になることが想定
される。そこで文部科学省では，GIGAスクー
ル構想の実現パッケージとして，下の五つを示
した。
　GIGAスクール構想の実現パッケージには，
学校 ICT環境の整備・調達をより容易にでき
るよう，５万円程度のノート型やタブレット型
パソコンなど学習者用端末の仕様，３階建ての

「児童生徒1人1台コンピュータ」の実現を見据えた
施策パッケージ（文部科学省）

新時代の学びを支える先端技術活用推進方策（最終ま
とめ）（文部科学省）より
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学校を想定した基幹スイッチの場所など校内
LANの整備についての標準仕様を例示し，各
地方自治体の状況に応じて必要なものを取捨選
択しアレンジした調達仕様書を作成することが
できるものとした。
　また，ICT活用に関して情報をまとめた「教
育の情報化に関する手引」を作成し，さらに特
別支援教育に対しては，学習上の困難や障がい
種別ごとに ICTを活用した効果的な学習活動の
例を提示するなど，全ての教職員がすぐに使え
るように，ノウハウを公表していくとしている。
　その他にも，総務省のローカル 5 Gの活用モ
デルの構築，経済産業省の EdTech導入実証事
業や学びと社会の連携促進事業など，関係省庁
の施策と連携をすることで，子ども達の未来の
学びを実現していくとしている。

４．教員の働き方改革にも

　GIGAスクール構想では，１人１台端末の整
備と合わせて，学習用ツールと校務のクラウド
化を推奨している。クラウドサービスである，
統合型校務支援システム（※３）をはじめとした
ICT導入・運用を加速していくことで，例えば
名簿や出欠管理，授業の準備や成績処理などの
校務の負担を大幅に軽減することができ，教員
の働き方改革にも繋がる。子ども達のための
GIGAスクール構想と思われがちであるが，教
員のための GIGAスクール構想でもある。

「未来の学び」構築パッケージ（文部科学省）

１．環境整備の標準仕様書例示と調達改革

　　ICT環境の整備や調達をより容易に

　　　・端末や LAN整備の仕様書を公表

　　　・都道府県レベルでの共同調達を推進

２ ．クラウド活用前提のセキュリティガイドライ

ン公表

　　クラウド活用により使いやすい環境へ

　　　・ 「教育情報セキュリティポリシーに関する

ガイドライン」改訂

　　　・ クラウドサービス事業者の留意事項追加

など

３．学校 ICT利活用ノウハウ集公表

　　全ての教職員がすぐ使えるように

　　　・ 「教育の情報化に関する手引」を公表

　　　・ ICTを活用した効果的な学習活動の例を提

示

４．関係省庁の施策との連携

　 　ローカル 5 Gや教育コンテンツも活用し未来の

学びを実現

　　　・ 総務省：ローカル 5 Gの活用モデル構築

　　　・ 経済産業省：EdTech導入実証事業，学び

と社会の連携促進事業

５．民間企業等からの支援協力募集

　　民間等の外部支援により導入・利活用加速

　　　・校内 LANなど通信環境無償提供

　　　・十分なスペックの端末を学習者へ提供

　　　・ICT支援員として利活用の人的サポート

など

GIGAスクール構想の実現パッケージ（文部科学省）
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５．令和スタンダードな教育へ

　2020 年度に小学校で新学習指導要領が導入
されることを見越して 2018 年度に策定された
のが，「教育の ICT化に向けた環境整備５カ年
計画 ｣である。ここに定められている環境整備
の水準は，学習者用端末を３クラスに１クラス
分，授業を担当する教師１人１台の導入として
いる。また，大型提示装置を各普通教室に1台，
高速インターネット及び無線 LANと統合型校
務支援システムを 100%整備し，ICT支援員は
４校に１人配置するとされている。

　５カ年計画が完了する 2022 年度には３クラ
スで１クラス分の学習用端末を，2023 年度には
１人１台にすることで，子ども達の力を最大限
に引き出すための ICT教育が可能になり，誰
１人取り残すことのない公正に個別最適化され
創造性を育む教育を，令和のスタンダードとし
て全国の学校現場で持続的に実現させていくと
掲げている。この計画を基に，同時並行で
GIGAスクール構想が2019年12月に発表され，
さらに新型コロナウイルス感染拡大により，一
層加速され本年度中に１人１台を目指すことと
なった。

６．まとめ

　児童生徒にとって「１人１台端末」というの

教育の ICT化に向けた環境整備５カ年計画（2018～
2022年度）（文部科学省）

は，国の政策として大変素晴らしいものである。
しかし，整備の費用は，国が全額を補助するの
ではなく，地方自治体も負担しなければならな
い。新型コロナウィルス感染症が拡大したため，
地方財政は大変厳しくなることが予想されてい
る。しかも，コンピュータのような情報機器は，
常に技術革新を伴っており，最新の機器でも直
ぐに古くなってしまう。従って，機器の「更新」
という問題もある。多くの学校が，レンタルに
よるコンピュータの導入になると思われるが，
地方の行政としては将来の更新の費用について
も顧慮する必要があるので，国のかけ声のよう
に簡単には導入することができないという声も
聞こえる。将来的な補助についても，国として
の長期的な政策が求められている。さらに，１
人１台で小中学校を学んできた子どもたちに対
して，高校としてどのような学習環境を与えら
れるのかという課題もある。

※１）　「GIGA」とは Global and Innovation Gateway for 

Allの略である。
※２）　狩猟社会（Society 1 . 0），農耕社会（Society 

2 . 0），工業社会（Society 3 . 0），情報社会（Society 4 . 0）
に続く新たな社会として，サイバー空間（仮想空間）
とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシ
ステムにより，経済発展と社会的課題の解決を両立す
る人間中心の社会のこと。
※３）　教務系（成績処理，出欠管理，時数管理等），
保健系（健康診断票，保健室来室管理等），学籍系（指
導要録 等），学校事務系など統合した機能を有している
システム

「未来の学び」構築パッケージ（文部科学省）
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